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NEDO特別講座とは
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NEDOプロジェクトの成果を社会実装につなげるため
先端技術分野の将来を担う人材を育成する事業

系統連系の技術分野では２つのNEDO特別講座を設置

専門講座 人的交流 周辺研究

大学等に開設

専門家が講師陣

産学研究者の

ネットワーク構築

基礎的研究や

共同研究の実施



系統連系分野のNEDO特別講座
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講座① 2021～2025年度

対象とする技術や人材育成の課題にあわせた講座

講座② 2024～2026年度

コアプロジェクト型 プロジェクト横断型

多用途多端子直流送電

システムの基盤技術開発

プロジェクトＡ・Ｂ・Ｃ

…

多用途多端子直流送電システム
将来の電力システムの

計画・運用を支える人材育成



多用途多端子直流送電システム
NEDO特別講座
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特別講座①の概要と実施体制
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日本では直流送電システムの実績が限られ関連人材が不足

直流送電・電力系統用パワエレ分野の人材育成を目指す

産学や研究室の垣根を超えた研究教育拠点を形成

中島 達人 教授

Project Leader

北條 昌秀 教授 佐野 憲一朗 准教授

運営主体

産学合同セミナー 周辺研究 シミュレーション勉強会 国際協業



産学合同セミナー（隔月開催）
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電力会社、メーカー、大学、研究機関等から各回50名程参加

専門家の講義、参加者の研究紹介、参加者間の交流など

専門家の講義は教材としてオンデマンド配信

技術講演・ポスター発表・企業展示オンラインセミナー



専門家講義のオンデマンド配信
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専門家の講義を中心に基礎知識の習得や
最新動向を知ることができる動画を無料公開

座学だけでなくシミュレーションツールの勉強会も開催

https://www.youtube.com/@J-HVDC

https://www.youtube.com/@J-HVDC


若手シミュレーション勉強会
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学生や若手社員が直流送電のシミュレーション実務を体感

コアプロジェクト参加企業の全面協力によって実現

NEDO特別講座ならではの産学連携による人材育成

５日間の勉強会を終えて充実の表情

ソフトウェア：PSCAD

・ソフトウェアそのものの理解

・業務フローでの位置づけ、意義

・シミュレーション演習

・講師、参加者での交流

勉強会内容
専門的な内容を実機に近い条件で

学習でき非常に有意義でした！



NEDO特別講座の効果
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講座参加者の声も踏まえながらブラッシュアップ

アウトプット（2024年度）

産学合同セミナーに延べ学生154名、産業界238名
が参加
⇒ 技術への関心を軸に産業界と学生の接点が増加

運営主体の大学を中心に芽生えている反応
• 電力会社、電機メーカーへ就職する大学院生の増加
• 卒論での研究室配属を希望する３年生の増加
• 大学院への進学率増加、 他大学からの大学院受験



企業さまへのお願い
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②NEDO事業終了以降も、人材育成・人的交流の活性化

にご賛同いただける企業さまも募集中です！

①産学合同セミナーの参画企業を募集中！

技術講演や企業展示を引き受けて頂ける企業さまを探し

ています！

NEDO講座
当事業を自主的に継続

（賛助企業の協力を得ながら）

～2025年度 2026年度～



将来の電力システムの計画・運用を
支える人材育成
～新たな電力系統工学・解析を中心に～
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特別講座②の概要と実施体制
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火力発電が再エネや蓄電池等に置き換わりシステムが複雑化

電力業界は少子化とベテラン引退で人材基盤ゆらぐ

４大学１研究所を拠点に専門講座、人的交流、周辺研究実施

運営主体



講座内容の概要
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将来の電力システムの計画・運用を支える人材とは？

３つの枠組みのアウトプットを相互に活用して人材育成

一送、メーカー、発電、小売、研究者など多角的視点が必要

専門講座 周辺研究

人的交流（ワークショップ等）
・将来の電力システムの課題抽出

・解決に向けたロードマップ作成

・必要な能力と人材育成戦略立案

・知識習得の座学

・実践スキル習得の演習

・標準モデル作成

・モデル活用で研究実施



特別講座の通称「SHIN系統」
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参加者は、どのような感覚・趣・心持で「系統」に向き合って
いるかを表現する漢字一文字を“SHIN”にあてて取り組む。

あなたなら、どの漢字一文字を当てますか？



参加者の様々な「SHIN」への想い
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研究開発ロードマップの作成
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将来の電力システムの課題解決のために、研究開発ロードマップ 
「SHIN 系統コンパス」をとりまとめ、現状の国内研究とのギャップを明ら
かにする。ギャップ解消を図るとともに、解消できる人材の創出策を検討。

作成中のSHIN 系統コンパス（イメージ）



ワークショップ、研究会等の開催

17

ワークショップ

・人材育成に係る方針、将来像等を議論する総会の役割

研究会

・拠点と有志による特定テーマの深掘り → オンデマンド教材へ

セミナー

・トピックや研究ツール・スキルの伝達 → オンデマンド教材へ

講座（オンデマンド教材）整備

・Web上の講座環境構築

・将来像等の議論などのため、ワークショップ、研究会等を開催。
・人材育成のためのオンデマンド教材も整備し、ホームページで配信予定。

第一回ワークショップ風景
（対面参加 96 名、
オンライン参加 106 名）



まとめ
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系統連系ユニットでは２つのNEDO特別講座を開設

プロジェクト成果の社会実装に向けて人材育成に取り組む

皆さまのご参加をお待ちしております！！

多用途多端子直流送電システム
将来の電力システムの

計画・運用を支える人材育成

今すぐ次回セミナー
に参加登録！

https://www.hvdc-
nsl.com/seminar/index.html

Official Web

https://www.hvdc-nsl.com/

Official Web：COMMING SOON

今すぐ
ﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄに
参加登録！
https://docs.google.com/form
s/d/e/1FAIpQLSc6kpkHVfV7a
mYk46FY-
GTnHYKDCIfUABXkCNlAlz9xyt
na9Q/viewform?usp=header

https://www.hvdc-nsl.com/seminar/index.html
https://www.hvdc-nsl.com/seminar/index.html
https://www.hvdc-nsl.com/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc6kpkHVfV7amYk46FY-GTnHYKDCIfUABXkCNlAlz9xytna9Q/viewform?usp=header
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc6kpkHVfV7amYk46FY-GTnHYKDCIfUABXkCNlAlz9xytna9Q/viewform?usp=header
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc6kpkHVfV7amYk46FY-GTnHYKDCIfUABXkCNlAlz9xytna9Q/viewform?usp=header
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc6kpkHVfV7amYk46FY-GTnHYKDCIfUABXkCNlAlz9xytna9Q/viewform?usp=header
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc6kpkHVfV7amYk46FY-GTnHYKDCIfUABXkCNlAlz9xytna9Q/viewform?usp=header
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